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15th Hiroshima International Symposium
- Semipalatinsk and other radiation studies -
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Kazbek ApS&likOV (Kazakh Scientific Research Institute for Radiation Medicine and Ecology, Kazakhstan)
Nailya Chaizhunusova (Kazakh Scientific Research Institute for Radiation Medicine and Ecology, Kazakhstan)
Masayoshi Yamamoto (Institute of Nature and Environmental Technology, Kanazawa University)

Ser gey Shinkarev (Burnasyan Federal Medical Biophysical Center, Federal Medical Biological Agency, Russia)
Jiro Inaba (Radiation Effects Association)

Toshiaki Ogiu (Radiation Effects Association)

Polat Kazymbet (Radiobiological Scientific Center, Astana Medical University) o ,ig—',’
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Neil Whitehead (Whitehead Associates) " J75

Katsumi Furitsu (Hyogo College of Medicine)

Megu Ohtaki (RIRBM, Hiroshima University)

Masatsugu Matsuo (Hiroshima University)

Tetsuji Imanaka (Research Reactor Institute, Kyoto University) ; W
Mohd Rodzi Ali (RIRBM, Hiroshima University) ool
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Workshop: Black rain of Hiroshima atomic bomb and related studies

Date: 3-4 March, 2010
Place: Sogo Kenkyu-to No. 701
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	日 本 天 文 学 会 公 開 講 演 会
	広島から宇宙を探る：天文研究フロンティア
	広島にゆかりある研究者の方々に、最先端の天文学研究についてわかり易く紹介して頂きます。 事前申し込みは不要ですので、奮ってご参加下さい。
	日時：2010年3月28日(日) 13:30-16:10 (開場 12:30)
	場所：東広島市中央公民館 大ホール
	対象：中学生以上・一般向け
	内容：４講演
	「『第二の地球』 探査と生命の存在確認に向けて」　観山正見（国立天文台）
	「石をみる：イオン顕微鏡SHRIMPで探る太陽系の歴史」　寺田健太郎（広島大学）
	「地上からみる：かなた望遠鏡で探る突発性天体」　大杉節（広島大学）
	「上空からみる：フェルミ衛星が描き出すガンマ線宇宙」　深澤泰司（広島大学）
	申込：事前の参加申し込みは不要です。当日会場にて受け付けしてください。 但し、会場定員952名を超える場合には入場制限をすることがあります。 入場は無料です。
	主催　日本天文学会
	共催　広島大学　　広島大学宇宙科学センター
	後援　広島県教育委員会　　東広島市教育委員会
	東広島天文台見学
	公開講演会への参加者の中で希望される方（先着100名まで）には、 広島大学の研究者の案内で東広島天文台を見学して頂けます。 送迎バスがあります。
	日時：公開講演会当日 16:30-18:55 (参加受付開始 12:30)
	スケジュール
	16:30 東広島市公民館前（ブールバール沿い）出発
	17:00 東広島天文台 到着
	18:00 東広島天文台 出発（東広島駅経由）
	18:35 東広島市公民館前 到着
	18:55 広島大学中央口付近 到着
	申込：事前の参加申し込みは不要です。公開講演会会場にて受け付けして下さい。 定員は先着100名です。



